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Yasoichi ENDO 1985 Report of Pit-Wall observations of Snow Cover in Sapporo 1984 

-85. Low Temperature Science， Ser. A， 44. Data Rゆort.

札幌の平地積雪断面測定資料報告*

一昭和 59-60年冬期

遠藤八十一

(低温科学研究所)

(昭和61年1月受理)

I.緒面

札幌の平地積雪の断面観測は，昭和38-39年冬以来毎年行なわれている。この報告は，昭和

59-60年冬に実施された積雪断面観測の結果を示したものである。観測は北海道大学低温科学研究

所の裏庭で行なわれた。観測項目及び方法は，前の報告ω と同じである。

II.観測結果

昭和 59-60年冬に行なった積雪断面観測の結果は，第1表に示されている。表中の第2列「成層

図」に用いた記号の意味は、第2表に示きれている。第 1表の第3列「高さ HJは地面からの高き

で，密度 G，硬度R，雪温 Ts及び含水率 W を測定した位置を示している。密度測定には常に高さ

3 cmの角型サンプラーを使用したので，密度測定の位置H としては，サンプラーの上辺の位置で表

わすことにした。それゆえ，例えば第 1表 1行目の「高さ 14cm，密度0.14g/cnr'Jの表示は，地面

から 14-11cmの積雪の密度が0.14g/cnr'であったことを示している。硬度測定の位置は木下硬度計

を置いた位置で表わされている。第8列に記した平均密度 Cは，スノーサンプラーで測定した全積

雪水量Hwをその場所の積雪深で割算して求めた値である。気温 Tα は，断面観測時の気温である。

なお，参考のために，当研究所の融雪科学部門の方々3)が測定された日最高・最低気温及び積雪深

を第 1図に示した。

*北海道大学低温科学研究所業績 第2815号



2 遠藤八十一

第l表昭和59-60年冬の僚雪断面観測結果

年月 日 成 層 区l 両 さ 宮、 !尖 lill! !支 Fミ=骨ゴ J品 含水率 全積雪水量:Hw 

H寺 五IJ 粒 ιf手
高 H G R Ts w 主ji.J:5)密度・ C

iWJ 定者 1支 質 さ cm g !lぽ g !cm' ℃ % L'KL A i~á.: Ta 

1984 14 0.14 9 5.3 Hw= l. 9 g Icm' 

潤 26

:閏
10 0.19 30 -5.3 

llhOOm - 5 0.15 G=0.14g/c町

。 一l.9

J2邑 藤

1985 41 0.06 6 7.9 Hw=5. 8 g Icm' 

I 7 ~41 
cm 30 0.09 4.9 

llhOOm- 0' + + 25 0.15 70 G=0.14g Icm' 
30 

20 
q庁?

4.5 

遠 正事 ト一一一 20 18 0.22 Ta=-9.9'C 
0'''"。

10 -2.2 
ト一一一
10 8 0.20 cd 八八

o 
。 -0.8 

1985 58 0.09 28 9.5 Hw=1l.5g /cぽ

I - 14 
ー一一 58 50 8.7 

10h30m - G 
C円1

47 0.14 G=0.20g Icm' 
-r -r 50 

44 0.10 

遠 藤
ト一一一 40 40 -5.0 Ta=-5.3'C 

36 0.22 
01:..。

30 
34 180 

20 30 0.21 一2.2
010。

24 550 

ト一一一 10 22 0.28 
cd ^ ̂  20 -l. 7 

O 
14 0.29 

10 0.23 <70 l.1 

。
← 0.6 
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年月 日 成 層 図 高 き密 度 石更 度 雪 J且 含水率 全積雪水量:Hw 

時 主IJ 粒 雪 高 H C R Ts W 平均密度 C

測定者 度 質 さ cm g Icm' g Icm' ℃ % 気 J且:Ta 

1985 75 -10.5 Hw=18.7 g Icm' 

一一 25 α仁王::D75 73 0.23 

llhoom- 70 70 130 14.3 G=0.25g Icm' 
al :-。

63 0.22 

匡z
60 

遠 藤 60 190 -10.6 Ta=-7. TC 

a 10  0 50 55 0.22 
匝豆

50 600 一7.4alo。
ト一一一 40 48 0.26 
ab 止ま

43 0.32 1，500 30 

40 4.5 

ab 。。 20 38 0.29 670 

10 
30 0.32 950 3.6 

ト一一一
d 1 ̂  ̂ 20 0.35 1，600 -2.8 

O 10 1.5 

8 0.25 90 

。 0.8 

1985 96 0.12 32 Hw=26.4 g Icm' 

II 4 「一一一 96 90 5.9 

10hOOm - al + + 90 87 0.14 G=0.27g/cm十
C打、

at= 80 80 0.18 180 ← 5.9 

A 丞 藤 70 0.21 230 -4.2 

al:-。70 63 0.26 

q降五
60 3.6 

60 
58 570 

alO。50 50 0.32 -2.9 

40 0.39 1，900 ← 2.6 

ーーー・ー 40 32 。.32
alo。

30 
30 2.2 

bは一旦 20 0.37 1，600 0.9 

20 10 0.3 
bloロ

8 0.26 
10 

ト一一ー・ 。 0.3 
d 1 ̂  ̂  

O 
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年月 日 成 層 図 同 さ 宮、 度 硬 J~ 23 J品 含水率 ?:積雪水量 :Hw 

時 哀IJ 粒 雪- 向 H C R Ts W 平均密度 :G

測定者 J~ 質 さ cm g /cm' g /cm' ℃ % ~\ 1品 :Ta 

1985 
「一ー 104

104 0.40 48 0.0 Hω=34.6 g /cm' 

Il - 17 C 1. • 100 95 。目27 160 

10h OOm - ←一一一 cm 
G=O. 33 g /cm' 01+ + 90 -0.6 

トー一一 90 88 0.23 140 
01+ + 

遠 藤 ト一一ー 80 
80 0.12 80 -l.1 Ta=+l. TC 

01+ + 

~~ 
75 0.19 

010。70 70 750 0.9 

ーー→ー i

60 
60 0.34 1，100 l.3 

。。。
50 l.4 

+←件特仲 50 40 0.37 2，000 -l.4 

30 0.43 2，400 l.1 

b 
40 

20 0.39 2，100 -0.4 

30 
10 0.42 2，400 -0.1 

。ロ 。 。。
20 

bc 
10 

cdfllォー O

， 

1985 98 0.31 180 -0.3 Hw=36目4g /cm' 
Il← 25 ー!同E.〉E-E・-両〉. 国ー 98 90 0.42 2，400 -0.1 cG d cm 

n"oom - 90 80 0.0 G=0.37 g /cm' 
cd • • 70 0.26 170 0.4 

遠 藤
c'a 至至

80 
60 0.38 0.1 

010。70 50 0.39 1，300 0.4 

c 回M時・・=・z 40 0.40 1，600 0.3 

60 30 0.47 2，500 0.1 
010 0 

20 0.42 1，800 0.3 
50 

仲村++++ 10 0.46 2，000 。。
40 。 。。

。b
30 

。。
20 

b 
10 

O 
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年月 日 成 層 図 局 さ密 度 硬 度 弓~手ヨ J且 含水量 全積雪水量:Hw 

時 刻 粒 雪 品 H C R Ts w 平均密度 :G
測定者 度 質 さ cm g Icm' g Icm' ℃ % 気 t且:Ta 

1985 
F一一ー 112

112 0.09 6 0.8 

III ー 4 cm 105 0.08 

10h45m-
a I + + 

100 0.07 2.0 
100 

ト一一一ー 95 0.32 
cd • • 遠 藤 豆 90 90 -3.1 

80 0.43 5，000 -2.8 
cd • • 80 70 。.24 400 -2.4 

ab 区王 70 60 0.38 l.1 
。b。。

0.38 3，300 
c巳 50 -l.0 

60 40 0.40 3，500 0.8 

ab 。。
50 

30 0.43 0.8 

20 0.40 3，300 0.0 
ド柑-
40 10 0.41 0.0 

。 0.0 
30 

blo。20 

10 

o 

1985 103 130 0.0 Hw=39.2g Icm' 

III - 16 d区王 103ca~CrT、 95 0.23 

10h45m-
a 1:，.. :，.. 

90 4.1 G=0.38g Icm' 。ト一一ーー
cd • • 90 80 0.40 4，500 3.3 ト一一一
bc ロロ

遠 藤 トーーーー 80 
70 2.0 Ta=十3.3'C

cd • • 66 0.31 480 

とこ 70 60 3，000 0.8 
blo。

0'.41 ドO:::::::E:60 
55 

50 3，800 0.4 
blo。

50 40 0.43 3，100 0.6 

い州判同

30 0.45 5，000 0.6 
40 

20 0.46 3，800 0.1 

30 10 0.43 4，000 0.0 

。 0.0 
bc 。。 20 

10 

o 
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年月 日 成 層 図 高 さ 密 IIE 石更 度 '」? J皿" 含71<.率 会積雪水量 :Hω

H与 哀IJ 本立 手j 高 H G RR Ts W 平均密!主 :G

iWJ 定者 j変 質 さ cm g jcm" g jcm' ℃ % んヌL 温:Ta 

1985 64 310 Hw=30，8g jcm' 

III - 25 ー一一 64 62 。目39
d ・・ 60 全llhoom -

d:EE 

cm 50 0，51 G=0，48gjcm' 

50 47 1，100 

遠 藤 cd -・ 40 0，47 層 Ta=+3SC 
iトーーー 40 37 560 

cd • • 30 0.48 。℃
30 

20 0.50 1，100 
bc 区王 20 10 0.46 1，200 
bc 。。
一 10 
bc 。。
o 
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第 2表 成層図に使用した記号の説明

l刈記り 結雪の粒度

一日朝r'J 
己l.，:tI)'}，' 

粒 度 中止 径

α < 0，5mm 
。01しまり"，

~j 色 1t1
b 0，5 - 1.Omm 

ik牧

罰百川
こしもざらめ"，

しもさらめ't;

C 1.0 - 2，Omm 

d 2，0 - 4，Omm 

E > 4，Omm 
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第l図 昭和59-60年冬の札幌の気温九と積雪深 H3)

(測定場所一北大低温科学研究所裏庭)


